
第 77回栃木県芸術祭美術展審査結果（洋画部門） 
 

○ 応 募 総 数   179点  ［ 177点］ 

○ 入 賞 点 数     9点  ［   9点］  

○ 入 選 点 数   107点  ［ 111点］  ＊［ ］内は昨年度 

   

【審査寸評】 

応募作品は昨年と比べて2点増えた。 

力作ぞろいで作者の熱意が伝わってくる作品が多く、審査員を悩ませた。 

抽象画は例年よりも少なかった。 

 

○芸術祭賞 「幾何学の池」 

立ち枯れた蓮の茎がリズミカルに心地良く描かれている。 

構成の面白さと作者の心象が感じられる好作である。 

 

○準芸術祭賞「花野図
は な の ず

」 

作品は原風景を通じ心象を表現したものであろう。全体の色彩は青を基調としつつ、ほんのわずかな朱

色の花が地平に向かう未来へと誘う案内役となっている。隅々まで神経の通った秀作である。 

 

○準芸術祭賞「輪唱
りんしょう

」 

暑かった夏もようやく終わろうとしている。夏の最後の輝きがこの絵にはあり強く惹かれた。 

水面にカエルでも飛び込んだのだろうか、波紋が起き、画面下部に視線を誘導する構成も成功してい

る。 

 

○U２５賞「magnolia
ま ぐ の り あ

」 

可能性と言う言葉が始めに出てくる。一見何が描かれているか判らないのが魅力と言える。 

これからが楽しみである。 

 

【入賞者及び入賞作品】 

 

 ○芸術祭賞 

  林 幸代  （はやし さちよ）  〈日光市〉  「幾何学の池」      

 

 ○準芸術祭賞   

杉浦 和彦 （すぎうら かずひこ）〈鹿沼市〉  「花野図
は な の ず

」        

 

髙根澤栄子 （たかねざわ えいこ） 〈矢板市〉  「輪唱
りんしょう

」             

 

○芸術祭奨励賞 

小髙 正一 （おだか しょういち）〈宇都宮市〉 「妖精の森」          

 

天下井甚一 （あまがい じんいち）〈栃木市〉  「過ぎ去りし」      

 

竹内 光江 （たけうち みつえ） 〈小山市〉  「刻
とき

の符
おと

」          

 

亀田 和子 （かめだ かずこ）   〈益子町〉  「光を求めて・浮遊」       

 

鈴木 光一 （すずき こういち） 〈宇都宮市〉 「UMIUMA
う み う ま

」        

          

○Ｕ２５賞   

高森 由奈 （たかもり ゆうな） 〈小山市〉  「magnolia
ま ぐ の り あ

」        



第 77回栃木県芸術祭美術展審査結果（彫刻部門） 
 

○ 応 募 総 数    20点  ［  23点］ 

○ 入 賞 点 数     7点  ［   5点］ 

○ 入 選 点 数    11点  ［  18点］  ＊［ ］内は昨年度 

 

【審査寸評】  

全体的に各人が永い時間をかけて、思い思いに作品を制作したものと思料する。 

個性ある作品が多く楽しませてくれた。 

出品数の減少が気になるが来季の頑張りを期待したい。 

 

○芸術祭賞  該当なし 

 

○準芸術祭賞 「ゆののゆめ 宇宙飛行士」 

 子供がキックバイクに乗りながら、軽やかに月や火星を目指して飛んでいる姿をテラコッタで作成した 

作品。台座は地球を表現したものであろう。これからが楽しみである。 

 

○準芸術祭賞 「瓜の力」 

 うり（瓜）の持つ生命力を表現した木彫りの大作。その影とも思える台座の鉄材の形と良くマッチした 

秀作である。 

 

○Ｕ２５賞「おおはしひろあき」 

首の秀作。難しい石膏取りもこれから良くなる可能性を秘めている。来季を期待する。 

 

【入賞者及び入賞作品】 

○芸術祭賞 

該当なし。 

 

○準芸術祭賞   

厚木 正昭 （あつき まさあき） 〈栃木市〉  「ゆののゆめ 宇宙飛行士」    

 

小板橋秀雄 （こいたばし ひでお）〈鹿沼市〉  「瓜の力」            

  

○芸術祭奨励賞 

小林志げる （こばやし しげる） 〈宇都宮市〉 「早春」              

 

尾嶋 得司 （おじま えいじ）  〈宇都宮市〉 「竜骨の粗鬆」         

  

生井 和夫 （なまい かずお）  〈宇都宮市〉 「祈り」             

 

市村多眞美 （いちむら たまみ） 〈大田原市〉 「明告
あけづげ

鳥
どり

」            

 

 

○Ｕ２５賞                                      

芝田 空  （しばた そら）   〈宇都宮市〉  「おおはしひろあき」        

  



第 77回栃木県芸術祭美術展審査結果（工芸部門） 

 
○ 応 募 総 数    70点  ［  66点］ 

○ 入 賞 点 数     8点  ［   9点］ 

○ 入 選 点 数    54点  ［  54点］  ＊［ ］内は昨年度 

 

【審査寸評】 

本年は漆芸、竹芸、鋳金、陶芸、人形、織物など、昨年を上回る出品がある中、竹芸作品の出品が増え

た。全ての作品が力作ぞろいで審査は難航したが、全審査員の総意として結果を出すことが出来た。 

次なる高みを目指して日々努力されることを期待する。 

 

○芸術祭賞「鉄線編み花籃」 

鉄線編と網代編を重ね、表の中心に黒の窓を作り作品に締まりをつけ、まとまりの有るすばらしい花籃

である。 

 

○準芸術祭賞「静動
せいどう

律
りつ

」 

穏やかな、しかし、内に秘めた生命力を感じさせる作品である。モチーフを形体化する力。そして丁寧

な作業が伺え、必要最小限の色、形体で見る者を引き込む作品である。 

 

○準芸術祭賞「八稜釜「風韻
ふういん

」」 

和銑
わづく

釜
かま

で八角に面取りし、釜膚の変化も加えた作品である。すっきりした形の中に鉄の重厚感を感じさ

せる。 

 

 

【入賞者及び入賞作品】 

○芸術祭賞 

西澤 光一 （にしざわ こういち） 〈宇都宮市〉 「鉄線編み花籃」    （木竹）   

 

○準芸術祭賞   

稲葉 武雄 （いなば たけお）   〈下野市〉  「静動
せいどう

律
りつ

｣        (陶芸）   

 

江田 委織 （えだ いおり）    〈佐野市〉  八稜釜「風韻
ふういん

」     （鋳金）   

 

○芸術祭奨励賞 

石井和華子 （いしい わかこ）   〈宇都宮市〉 「プラータピアンに吹く風」（染色）   

 

箱田 憲司 （はこだ けんじ）   〈宇都宮市〉 「千鳥編網花篭」      （木竹）  

  

伊藤きよみ （いとう きよみ）   〈宇都宮市〉  「千鳥編み花籠」       （木竹）   

  

星  温美 （ほし あつみ）    〈宇都宮市〉  「静謐
せいひつ

」           （漆芸）  

  

江田 朋哉 （えだ ともや）    〈佐野市〉  「富士釜「焔
ほむら

」」     （鋳金）   

 



氏名 市町名 氏名 市町名
大根田登美子 宇都宮市 五十嵐正道 小山市
篠永和子 宇都宮市 今地輝武 小山市
坂本丈夫 宇都宮市 関口まさ子 小山市
郷間隆夫 宇都宮市 菊池愛咲 小山市
阿久津益広 宇都宮市 初見優太郎 小山市
上野　晃 宇都宮市 伊達美津男 小山市
岩瀬　純 宇都宮市 三浦　馥 小山市
古澤　舞 宇都宮市 福田眞央 小山市
柿沼誠一 宇都宮市 矢幅ツヤ子 真岡市
鈴木兼一 宇都宮市 渡辺里美 真岡市
加藤恵子 宇都宮市 安藤賢二 真岡市
仲沼真知子 宇都宮市 大島照代 真岡市
松岡陽子 宇都宮市 片桐敏子 真岡市
望月峰子 宇都宮市 青山初枝 真岡市
五月女宏子 宇都宮市 直井八重子 真岡市
記野幸夫 宇都宮市 上野洋子 真岡市
石坂広明 宇都宮市 磯　千惠 大田原市
江頭桃花 宇都宮市 瀧野洋子 大田原市
早瀬英子 宇都宮市 蜂巢貞美 大田原市
髙𣘺和志 宇都宮市 鎌田雄二 大田原市
佐手　稔 宇都宮市 角張華乃子 矢板市
菅野泰史 宇都宮市 島田房子 矢板市
君嶋琴実 宇都宮市 井上光夫 矢板市
永井　薫 宇都宮市 高橋順子 矢板市
石田雄二 宇都宮市 石下義夫 矢板市
中島嘉代子 宇都宮市 福田　優 那須塩原市
早崎　勝 宇都宮市 鈴木　晃 那須塩原市
坂本由美子 宇都宮市 小川舞乃 さくら市
吉田　奏 宇都宮市 大貫陽由 さくら市
デンプシーレオン竜宇都宮市 中山成子 那須烏山市
大関実里 宇都宮市 髙山キイ子 下野市
多田桜子 宇都宮市 松山正子 下野市
山口清美 足利市 猪瀬真喜子 上三川町
髙橋徹夫 足利市 早野由美恵 益子町
三田忠良 足利市 渡辺良介 益子町
秋田晴三 足利市 飯村正子 茂木町
園田　稔 足利市 海老澤洋子 市貝町
増田順一 足利市 小林咲子 市貝町
須藤充夫 足利市 國安弘子 芳賀町
癸生川惠子 栃木市 浅野ドラゴン 壬生町
石﨑壮卑洸 栃木市 横山俊二 野木町
池口　慧 栃木市 加藤　凛 野木町
船田昌宏 栃木市 雨宮　巧 野木町
須田則國 栃木市 櫻井和恵 高根沢町
小竹　曻 佐野市 山本宏枝 那須町
鈴木政男 鹿沼市 石﨑　旭 茨城県結城市
大門　勉 鹿沼市 岩渕重幸 茨城県結城市
坂本文子 鹿沼市 鈴木信次 群馬県邑楽町
森　秀夫 日光市 高尾小百合 東京都調布市
橋本千津子 日光市 加藤喜三 福島県郡山市
星　武雄 日光市
山川清四郎 小山市 入選者　107名　（入賞者は除く）
大橋民子 小山市
安田　晋 小山市
高橋　清 小山市
赤木角雄 小山市
佐藤八重 小山市

第77回栃木県芸術祭美術展・洋画部門　入選者



第77回栃木県芸術祭美術展・彫刻部門　入選者
氏名 市町名
柏﨑清彦 宇都宮市
長谷川滋 宇都宮市
生井和夫 宇都宮市
木村滝子 足利市
並木玄鳥 栃木市
萩原幹雄 栃木市
新井貞夫 栃木市
齋川　清 佐野市
大橋忠男 日光市
長　睦 小山市

入選者　10名　（入賞者は除く）



第77回栃木県芸術祭美術展・工芸部門　入選者
　名　前 市町村名
岩崎勇 宇都宮市
伊藤行男 宇都宮市
柏﨑せいげん 宇都宮市
永井政夫 宇都宮市
鈴木幸子 宇都宮市
藤野カツエ 宇都宮市
安野健二 宇都宮市
伴　秀政 宇都宮市
ん太郎 宇都宮市
中山キッコ 足利市
中山忠彦 足利市
初谷記代子 足利市
青木英子 足利市
蒔田道子 栃木市
茂木政宏 鹿沼市
渡辺　圭 鹿沼市
土佐京子 日光市
山川隆志 日光市
佐藤和彦 日光市
渡邊陽子 日光市
大栁火幹 日光市
福田秀徳 小山市
生井加代子 小山市
佐久間勝弘 小山市
小栗みどり 小山市
生井静夫 小山市
松丸幸子 小山市
渡辺久子 真岡市
梁島紀子 真岡市
小林真弓 大田原市
阿久津正弘 大田原市
尾畑美智 大田原市
坂本邦雄 大田原市
浜田和子 大田原市
阿久津まみ 大田原市
石毛みほ 大田原市
室井美代子 大田原市
川俣昇二 大田原市
小澤和枝 矢板市
印南克己 那須塩原市
中村雅人 那須塩原市
佐藤鮎美 さくら市
菊地常夫 下野市
増山明恵 下野市
星野満子 上三川町
布施ミサ子 益子町
秋風庵泥舟 益子町
天明滉大 益子町
桐林和行 壬生町
水留訓子 野木町
鹿野豊子 野木町
伏木和子 野木町
加藤恭子 高根沢町
澤村政芳 茨城県大子町

入選者　54名　（入賞者は除く）



第 77回 栃木県芸術祭美術展（洋画・彫刻・工芸部門） 

芸  術  祭  賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工芸部門 芸術祭賞  

「鉄線編み花籃」 西澤 光一 

 （ﾀﾃ 32㎝×ﾖｺ 37㎝） 

洋画部門 芸術祭賞 

「幾何学の池」 林 幸代 

  （Ｆ80号） 

※ 彫刻部門 

芸術祭賞該当なし  


